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本書は産婦人科の診療領域である周産期，不妊
内分泌，婦人科腫瘍，女性ヘルスケアを中心とし
て，その中の代表的な疾患をその分野の専門家の
執筆により，疾患概念とともに治療を中心に解説
してある書籍である．簡潔によくまとまっており，
産婦人科の日常臨床の中で座右の書の一つとして
おいておく価値がある．
現在，産婦人科医療に関しては，日本産科婦人
科学会・日本産婦人科医会共同編集で『産婦人科
診療ガイドライン産科編／婦人科外来編』，subspe-
cialtyの学会である日本婦人科腫瘍学会からは『子
宮頸癌治療ガイドライン』，『子宮体がん治療ガイ
ドライン』，『卵巣がん治療ガイドライン』，日本生
殖医学会からは『生殖医療ガイドブック』などが刊
行されている．本書は冒頭にこれらのガイドライ
ンの意義とその解釈についての解説を行い，役割
分担をはっきりさせている点で，他の治療に関す
る刊行物とは趣を異にしている．さらに現代産婦
人科治療の各分野におけるトピックスを総論的に
解説しており，将来のガイドラインに入ってくる
可能性のある治療も知ることが可能である．
本書は前述したガイドラインに沿った治療をよ
り簡潔に記載してある点で，常に診療の現場に置
いておく価値があると考える．本書に記載してあ
る治療法は標準的治療法であるが，その背後にあ
る考え方やエビデンスに関しては，各学会から発

行されている診療ガイドラインや治療ガイドライ
ンを読み，さかのぼって文献をひも解けばさらに
知識が確実なものとなり，生涯研修に役立つこと
が期待される．本書はそのような意味では，産婦
人科における治療法を身につける入門書と位置づ
けられ，初期臨床研修医，専攻医，また出産・育
児などで診療をしばらく離れた女性医師にとって，
最適の書であると考えられる．
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